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ループの温度と輝度の関係
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今回 iXBPJと判断した構造は、小規模なコロナルーフを伴う短命な磁気浮上領域に
相当していました。天候などの都合により、 DSTとCDSとの完全な同時観測は行なうこ
とはできませんでしたが、このコロナルーフ崩壊過程の遷移層からコロナの様子を CDS
により観測し、崩壊後における彩層周辺の様子を DSTにて観測することができました。
現在までの解析の結果によれば、崩壊過程における輝点ネットワークの形状は変化し続
けているものの、コロナルーフ崩壊後の彩層では、他の領域と比べて特に目立った高さ方
向の振動や流束などの動きは見られず、また、崩壊過程におけるコロナループの温度構造
は複雑で、単ルーフを仮定した理論的なモデルによる予想とは必ずしも一致しませんが、
ループ頂上が冷却されるにつれて、熱伝導に比べて、より輯射による熱の解放が効くよう
になることが確認されました。さらに来年度は打ち上げが予定されている Solar-Bとの協
同観測を行ない、このようなコロナ加熱が著しい領域で、どのようなタイプのエネルギー
交換、収支が起きているかについての研究を発展させて行きたいと考えています。
(渡遺鉄哉、堀久仁子(国立天文台)、上野悟(飛騨天文台)、
P.R. YoungぅD.Bewsher (RAL)記)
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